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N
o.

9 
D

ry
st

re
am

 c
an

al
 S

hi
re

nk
an

a 
Ⅱ

B
ri

dg
e 

31
3K

+
60

0 

                        

本
橋
は

19
72

年
に
完
成
し

20
01

年
に
拡
幅

し
て
い
る

R
C
桁

8
主
桁
橋
で
、
支
間

長
は
旧
橋
側
が

14
m
、
拡
幅
部
が

15
m

で
あ

る
。

 

 
ビ
シ
ュ
ケ
ク
側
よ
り
カ
ラ
コ
ル
側
を
望
む
。

 

 

A
2
側
舗
装
ク
ラ
ッ
ク
。
ク
ラ
ッ
ク
幅
は

20
m

m
程
度
と
大
き
い
。

A
1
側
も
同
様
。

 

A
1

側
ア

プ
ロ

ー
チ

ス
ラ

ブ
端

部
に

も
大

き
な

ク
ラ

ッ
ク

が
全

幅
員

に
広

が
っ

て

い
る
。

 

 

左
側
が

A
1
橋
台

で
ビ
シ
ュ
ケ
ク
側
。
右
側
が

A
2
橋
台
で
カ
ラ
コ
ル
側
。



 

 

B1-82 

                         

G
2
桁
下
フ
ラ
ン
ジ
に
発
生
し
た
ス
ポ
ー
リ
ン

グ
。
各
桁
の
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
見
ら

れ
る
の
で
輸
送
時
の
ワ
イ
ヤ
ー
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
際
に
つ
い
た
傷
の
可
能
性
が
高
い
。

 

G
1
桁
と

G
2
桁
間
拡
幅
部
床
版

に
発
生

し
て
い
る
遊
離
石
灰
を
示
す

。

 

A
1
橋
台
。
支
承
部
の

土
砂
の
堆
積
も
少
な
く
良
い
状
態
で
あ
る
。

 

 

A
1
橋
台
躯
体
の
シ
ュ

ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
テ
ス
ト
。

26
.6

M
P

a
と
十
分
な
強
度
を
確

認
し
た
。

 



 

 

B1-83 

                         

A
2
橋
台
。
支
承
部
の
土
砂
の
堆
積
も
少
な
く
良
い
状
態
で
あ
る
。

 

A
2
橋
台
旧
橋
側
で
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
テ
ス
ト
。

29
.1

M
P

a
と
十
分
な
強
度

を
確
認
し
た
。

 

A
1
橋
台
支
承
は
鋼
板

プ
レ
ー
ト
型
で
若
干
腐
食
し
て
お
り
塗
装
が
必
要
。
支
承
周

り
は
き
れ
い
な
状
態
に
保
た
れ
て
い
る
。
上
沓
と
下
沓
の
ず
れ
は
特
に
問
題
な
い
。

  

A
1
橋
台
上
支
承
か
ら

始
ま
る
せ
ん
断
ク
ラ
ッ
ク
が
見
ら
れ
た
。
ク
ラ
ッ
ク
幅
が
小

さ
い
今
の
内
に
エ
ポ

キ
シ
充
填
等
の
補
修
が
望
ま
し
い
。
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A
2
橋
台
ウ
ィ
ン
グ
の
部
の
ス
ロ
ー
プ
は
、
保

護
工
が
な
い
た
め
少
し
ず
つ
損
壊
し

て
い

る
。

リ
ッ

プ
ラ

ッ
プ

プ
ロ

テ
ク

シ
ョ

ン
に

よ
る

保
護

工
整

備
が

望
ま

し
い

。

A
1
側
も
同
様
。
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点
検

者
名

3
月

/
　
2
1
　
日
/
'
1
1
全

体
評

価
□

良
■

可
□

貧
□

不
可

(
1
0
年

後
)

(
2
年

後
)

(
緊

急
)

 
 

＊
 
 
A
1
側

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

端
部

に
も

大
き

な
ク

ラ
ッ

ク
が

全
幅

員
に

及
ん

で
い

る
。

＊
　

A
1
橋

台
支

承
は

鋼
板

プ
レ

ー
ト

が
若

干
腐

食
し

て
い

る
。

□
鉄

筋
腐

食
　

■
鉄

筋
露

出

□
剥

落
□

O
D
A
　

（
　

ド
ナ

ー
 
=
　

　
　

 
 
 
　

　
　

　
　

　
）

 
8
0

1
5
.
0
5

□
変

形
/
座

屈

□
異

常
振

動

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

ビ
シ

ケ
ク

□
ハ

ニ
カ

ム

□
鉄

筋
露

出

□
断

面
欠

損
■

漏
水

■
鋼

製
　

□
ゴ

ム
製

□
機

能
し

て
い

な
い

■
腐

食

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

1
4
.0

5
□

異
常

変
位

□
支

承
ベ

ー
ス

コ
ン

ク
リ

ー
ト

損
傷

 
伸

縮
装

置
 
 
 
 
 
 
新

桁
２

本

□
機

能
し

て
い

な
い

□
異

常
騒

音
/
異

常
遊

間

□
高

さ
の

目
違

い
2
0
0

Ａ
１

橋
台

□
変

位
右

  
  

  
  

  
  
旧

桁
６
本

5
0

左

□
回

転

□
ハ

ニ
カ

ム
□

傾
斜

□
鉄

筋
露

出
□

沈
下

□
断

面
欠

損
□

高
さ

の
目

違
い

　
4
1
5
0

■
無

し
　

□
大

　
□

　
中

　
□

小

橋
梁

名

ク
ラ

ッ
ク

(2
0
m

m
)

支
承

井
澤

衛

舗
装

■
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
そ

の
他

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

車
道

幅
員

＝
　

　
　

(
1
0
.
0
7
　

)
m

□
ひ

び
割

れ

床
版

□
荷

重
制

限
標

識
　

/

St
a.

 K
m

+
31

6+
60

0 
N
o
 
9
 
S
h
i
l
e
n
k
a
n
a
 
r
v

完
成

年
(y

y 　
1
9
7
2
）

□
腐

食

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

伸
縮

装
置

地
覆

幅
 
=
(
　

　
0
.
2
0
　

　
　

)
m

総
幅

=
(
　

　
　

1
1
.
9
　

)
m

□
剥

落

橋
脚

/
橋

台
躯

体

建
造

元
　

■
U
S
S
R
　

□
M
O
T
C
　

o
r
 

□
ひ

び
割

れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

■
ひ

び
割

れ

舗
装

種
別

 
=
 
■

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

,
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

□
ひ

び
割

れ
 
□

沈
下

 
□

変
形

 
■

そ
の

他
　

橋
梁

振
動

橋
長

又
は

支
間

長
＝

(
　

1
4
.
0
5
,
1
5
.
0
5
　

)
m

■
剥

落

■
漏

水

□
腐

食

□
鋼

 
□

ゴ
ム

 
■

無

□
漏

水

地
　

　
覆

＊
　

A
2
側

舗
装

ク
ラ

ッ
ク

。
ク

ラ
ッ

ク
幅

は
2
0
m
m
程

度
と

大
き

い
。

□
腐

食
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

鋼
杭

法
面

保
護

工

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

消
失

■
無

フ
ー

チ
ン

グ

鋼
部

材

10.090 700880

320
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* * *

* *

* * *

ク
ラ

ッ
ク

ス
ポ

ー
リ

ン
グ

あ
り

。

ス
ポ

ー
リ
ン

グ
あ

り
　

ク
ラ

ッ
ク

G
3-

G
4
 鉄

筋
露

出

R
C

主
桁

6
本

B
is

h
ke

k

N
o.

9
G

 N
o
.　

=
S

p
a
n

1
4
.0

5
m

橋
梁

名
S

h
ile

n
ka

n
a 

rv
k
m

+
m

3
1
3+

6
0
0

P
ag

e
1

1
,2

,3
D

e
fe

c
t 

=
ク

ラ
ッ

ク
及

び
ス

ポ
ー

リ
ン

グ

G
3

180 700

S
p
a
n
 =

 1
4
m

L
e
n
g
th

 =
 1

4
.0

5
 m

700

S
p
a
n
 =

 1
4
m

L
e
n
g
th

 =
 1

4
.0

5
 m

700700 700

ス
ポ

ー
リ

ン
グ

あ
り

。

遊
離

石
灰

あ
り

。

ク
ラ

ッ
ク

G
2

180

G
1

L
e
n
g
th

 =
 1

4
.0

5
 m

S
p
a
n
 =

 1
4
m

700180
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*

*

* *

ス
ポ

ー
リ
ン

グ
あ

り
　

ス
ポ

ー
リ
ン

グ
あ

り
　

遊
離

石
灰

あ
り

。

ク
ラ
ッ
ク

新
桁

Ｇ
７
－

Ｇ
８
（

20
01

年
式

）
3本

ク
ラ

ッ
ク

及
び

ス
ポ

ー
リ

ン
グ

P
ag

e
2

31
3+

60
0

S
pa

n
1
5
.0

5
m

G
 N

o.
　

=
5,

7,
8

D
ef

ec
t 

=

B
is

hk
ek

N
o.

9
橋

梁
名

Ｇ
８

　

170 700

S
pa

n 
=

 1
5 

m
L

en
gt

h 
=

 1
5.

05
 m

700

S
pa

n 
=

 1
5 

m
L

en
gt

h 
=

 1
5.

05
 m

km
+

m

700

S
hi

le
nk

an
a 

rv

S
pa

n 
=

 1
5 

m
L

en
gt

h 
=

 1
4.

05
 m

700

G
７

180700

G
５

180 700
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シュミットハンマー打撃テスト

橋　名
位置 橋台A1 left 横桁 橋台A2 right 橋台A2

水平(H) 下向き(V)

h 　 h h

回数 No.1 No.2 No.3 No.4
1 38 35
2 34 37
3 34 40
4 32 30
5 33 41
6 38 37
7 31 37
8 37 34
9 35 37

10 32 44
11 37 33
12 33 34
13 36 40
14 35 28
15 34 44
16 31 43
17 38 42
18 36 37
19 38 39
20 32 38

平均R 36 0 37.5
　F = 27.9 29.8

F =Gx(-184+13.0Ro) （N/mm2) （for Horizontal Impact)
F =Gx(-130+12.5Ro) （N/mm2) （for Vertical Impact)

G = 0.0980665

打撃姿勢

No 9 Shilenkana rv STA. No.313+600
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N
O

.1
0 

N
ar

yn
川
橋
 
（

31
4k

m
+

79
0）

 

                        

本
橋
は

19
74

年
に
完
成
し
た

17
m

R
C
桁

+
4x

43
m

P
C

T
桁

+
17

m
R

C
桁
＝

20
6m

の

橋
梁
で
、

R
C
桁
は

5
主
桁
で

P
C

T
桁
は

4
主
桁
で
あ
る
。

 

ビ
シ
ュ
ケ
ク
側
か
ら
カ
ラ
コ
ル
側
を
望
む
遠

景
 

 

D
E

P
23

の
C

/P
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ

 

右
側
が

A
1
橋
台
、
カ
ラ
コ
ル
側
よ
り
ビ
シ
ュ
ケ
ク
側
を
望
ん
だ
側
面
。
水
位
は
年

間
の

低
レ
ベ
ル
。
流
速
は

1m
/s

ec
程
度
で
洗
掘
は
生
じ
て
無
い
と
思
わ
れ
る
。

上
流
側
よ
り
下
流
側

を
望
む
。

 

 

P
4
橋
脚
フ
ー
チ
ン
グ
幅
６
ｍ
ｘ
高
さ

1.
5 m

 
ほ
ぼ
良
い
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
。

 



 

 

B1-91 

                         

P
2,

P
3
橋
脚
の
状
況
、
杭
も
現
れ
て
お
ら
ず
洗
掘
は
生
じ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

 

A
1
橋
台
上
伸
縮
装
置
の
状
態
。
手
前
の
箇
所
は
鋼
材
が
消
失
し
て
い
る
。

 

A
1
橋
台
部
桁
間
遊
間
約

5c
m
。
片
側
の
鋼
ア
ン
グ
ル
材
と
重
ね
鋼
板
が
無
く
な
っ

て
い
る
。

P
3,

P
4,

P
5,

A
2
も
同
様
の
損
傷
状
態
で
あ
る
。

P
1,

P2
上
は
ま
だ
伸
縮
装
置

が
機
能
し
て
い
る
が

、
他
と
同
様
の
損
傷
状
態
に
移
行
す
る
と
思
わ
れ
る
。
走
行
性

と
桁

伸
縮

を
同

時
に

満
足

で
き

る
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
プ

ラ
グ

ジ
ョ

イ
ン

ト
形

式
で

補

修
す
る
の
が
望
ま
し

い
。

 

 

A
1
側

G
1
主
桁
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
。
同
様
の
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
多
数
。
鉄
筋
露
出
有
り
。 



 

 

B1-92 

                         

A
1
側

G
2
桁
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
。

 

P
1
橋
脚
付
近

G
1
桁
に
発
生
し
て
い
る

漏
水
。
遊
離
石
灰
が

出
て
い
る
。

 

間
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
よ
り
遊
離
石
灰
が
発
生
。
少
量
の
漏
水
有
り
。

 

 

A
2
橋
台
付
近

G
5
桁
の
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
。（

長
さ

10
0c

m
x
幅

20
cm

x
深
さ

3c
m
）

同
様
の
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
が

他
に
も
あ
り

。
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A
2
橋
台
付
近

G
1
桁
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
。
鉄
筋
露
出
有
り
。

 

A
2
橋
台
付
近

G
3
桁
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
。
鉄
筋

露
出
有
り
。

 

 

 

A
2
橋
台
付
近

G
3
桁
と

G
4
桁
間
床
版
に
は
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
が
集
中
し
て
劣
化
が
著

し
い
。
鉄
筋
直
径
も

13
m

m
と
小
さ
く
こ
れ
か
ら
短
期
間
で
損
傷
が
大
き
く
な
る

と
思
わ
れ
る
の
で
早

め
の
補
修
が
望
ま
し
い
。
パ
ッ
チ
ン
グ
補
修
の
後
、
炭
素
繊
維

張
付
け
補
修
工
法
が

望
ま
し
い
。

 

 

間
詰
コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ハ
ニ
カ
ム
の
例
。
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P
C

T
桁
区
間

の
状
況
。
若
干
間
詰
コ

ン
ク
リ
ー
ト
部

を
中
心
に
遊

離
石
灰
が
見

ら

れ
る
。

 

張
り
出
し
床
版
先
端
部
の
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
と
ハ
ニ
カ
ム
の
例

 

 

 

P
4
橋
脚
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
テ
ス
ト
。

61
M

P
a
と
非
常
に
高
い
強
度
を
確
認
。

  

P
1
橋
脚
部
の
ス
ロ
ー

プ
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
石
積
み
で
作
ら
れ

て
い
る
が
、
一
部
に

損
傷
が
見
ら
れ
る
。

P
5
橋
脚
部
の
ス
ロ
ー
プ
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ

ン
も
同
様
一
部
に
損
傷
が
見
ら
れ
る
。
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点
検

者
名

3
月
/
　

2
2
　
日
/
'
1
1
全

体
評

価
□

良
□

可
■

貧
□

不
可

(
1
0
年

後
)

(
2
年

後
)

(
緊

急
)

＊
　

P
4
と

P
5
の

左
側

の
舗

装
に

水
平

ク
ラ

ッ
ク

が
入

っ
て

い
る

。
＊

　
Ａ

２
橋

台
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
水

が
溜

ま
り

、
そ

の
影

響
で

■
鉄

筋
腐

食
　

　
遊

離
石

灰
や

ス
ポ

ー
リ

ン
グ

が
発

生
し

て
い

る
。

　
　

■
鉄

筋
露

出

■
剥

落
□

O
D
A
　

（
　

ド
ナ

ー
 
=
　

　
　

 
 
 
　

　
　

　
　

　
）

□
変

形
/
座

屈
A

1
16

.7
  

 P
1 

  
43

.1
  

  
  

 P
2

  
 4

3.
2 

  
  

  
P

3
43

.4
P

4 
 4

3.
4

  
  

  
  

P
5

1
6
.
9

A
2

□
異

常
振

動

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

ビ
シ

ケ
ク

■
ハ

ニ
カ

ム

■
鉄

筋
露

出

□
断

面
欠

損
■

漏
水

■
鋼

製
　

□
ゴ

ム
製

2
0
7

.2
 м

5
0

□
機

能
し

て
い

な
い

■
腐

食
伸

縮
装

置

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

□
異

常
変

位
□

支
承

ベ
ー

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
損

傷

 
P

4橋
脚

■
機

能
し

て
い

な
い

■
異

常
騒

音
/
異

常
遊

間
P

5
□

高
さ

の
目

違
い

22
0

■
消

失
　

■
断

面
欠

損
地

覆
10

00

□
回

転

□
傾

斜
20

.0
00

□
ハ

ニ
カ

ム
□

沈
下

□
鉄

筋
露

出
□

高
さ

の
目

違
い

　
15

00

a=
18

00

■
無

し
　

□
大

　
□

　
中

　
□

小

舗
装

種
別

 
=
 
■

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

,
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

＊
　

A
1
,
 
P
3
,
 
P
4
,
 
P
5
,
 
A
2
橋

台
上

伸
縮

装
置

の
片

側
ア

ン
グ

ル
材

と
重

ね
鋼

板
が

無
く

な
っ

て
い

る
。

□
腐

食
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

鋼
杭

法
面

保
護

工

□
ひ

び
割

れ
 
■

剥
落

　
□

断
面

欠
損

　
□

消
失

フ
ー

チ
ン

グ

鋼
部

材

支
承

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

□
ひ

び
割

れ
 
□

沈
下

 
□

変
形

 
□

そ
の

他
　

橋
梁

振
動

橋
長

又
は

支
間

長
＝

(
1
6
.
7
+
4
x
4
3
+
1
6
.
9
 
=
2
0
7
.
2
)
m

■
剥

落

■
漏

水

□
腐

食

■
鋼

 
□

ゴ
ム

 
□

無

■
漏

水

橋
梁

名

伸
縮

装
置

地
覆

幅
 
=
(
　

　
0
.
2
2
　

　
　

　
)
m

総
幅

=
(
　

　
　

9
.
2
9
)
m

□
ひ

び
割

れ

橋
脚

/
橋

台
躯

体

建
造

元
　

■
U
S
S
R
　

□
M
O
T
C
　

o
r
 

□
ひ

び
割

れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

桁
部

□
ひ

び
割

れ

□
剥

落

井
澤

衛

舗
装

■
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
そ

の
他

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車
道

幅
員

＝
　

　
　

(
8
.
8
5
　

)
m

■
ひ

び
割

れ

床
版

□
荷

重
制

限
標

識
　

/

St
a.

 K
m

+
31

4+
79

0 
   

   
 N

o.
10

 
 
N
a
r
y
n
 
r
v

完
成

年
(y

y 　
1
9
7
4
）

■
ハ

ニ
カ

ム

2
4
0
0

7
0
0
0

8.85
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a
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*
 

* * * * *

* *
 

* *

B
is

h
k
e
k

N
o
.

1
0

G
 N

o
.　

=
S

p
a
n

2
x
1
7
m

+
4
x
4
3
m

=
2
0
6
m

橋
梁

名
N

a
ry

n
 R

iv
e
r

k
m

+
m

3
1
4
+

7
9
0

P
a
g
e

1
1
,2

,3
D

e
fe

c
t 

=
ス

ポ
ー

リ
ン

グ
他

G
3

700 2100

S
p
a
n
 =

 1
7
x
2
+

4
3
x
4
m

L
e
n
g
th

 =
2
0
6
m

2100 2100

S
p
a
n
 =

 1
7
x
2
+

4
3
x
4
m

L
e
n
g
th

 =
2
0
6
m

G
2

700

G
1

2100700

S
p
a
n
 =

 1
7
x
2
+

4
3
x
4
m

L
e
n
g
th

 =
2
0
6
m

遊
離

石
灰

あ
り

　

P
C

桁
4
本

、
R

C
主

桁
6
本

1
 -

 鉄
筋

露
出

あ
り

 (
2
0
0
x
3
0
)

ク
ラ

ッ
ク

遊
離

石
灰

あ
り

　

A
 -

 ス
ポ

ー
リ

ン
グ

あ
り

(1
0
0
0
x
2
0
0
x
5
0
)

A
 -

 ス
ポ

ー
リ

ン
グ

あ
り

(6
0
0
x
3
0
0
x
2
0
)

2100 2100

A
 -

 ス
ポ

ー
リ

ン
グ

あ
り

。
（

6
0
0
ｘ

3
0
0
ｘ

4
0
）

1
 -

 鉄
筋

露
出

あ
り

。
 (

6
0
0
x
3
0
0
x
3
0
)

遊
離

石
灰

あ
り

ハ
ニ

カ
ム

あ
り

G
2
-G

3
の

間
の

距
離

が
比

較
的

に
広

い

1
 -

 鉄
筋

露
出

あ
り

 (
1
0
0
0
x
3
0
0
)

1
 -

 鉄
筋

露
出

あ
り

 (
1
0
0
0
x
6
0
0
x
4
0
)

A
 -

 ス
ポ

ー
リ

ン
グ

あ
り

(1
0
0
0
x
6
0
0
x
4
0
)

A
 -

 ス
ポ

ー
リ

ン
グ

あ
り

(1
0
0
0
x
4
0
0
x
4
0
)

ク
ラ

ッ
ク

1

A B

1
7

0
0

１
Ｂ

Ａ
２

１
Ａ
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遊
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。

* 
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ニ
カ

ム
あ

り

* *
遊

離
石

灰
あ

り
。
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ク
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ポ
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ン
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ク
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鉄
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B
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シュミットハンマー打撃テスト

橋　名
位置 主桁 横桁 橋脚P4 橋脚P5

水平(H) 下向き(V)

 　 h h

回数 No.1 No.2 No.3 No.4
1 63 58
2 63 58
3 62 59
4 60 59
5 61 50
6 62 56
7 63 58
8 63 58
9 62 60

10 62 56
11 60 56
12 62 58
13 63 54
14 62 58
15 61 52
16 62 58
17 63 58
18 64 52
19 63 58
20 60 55

平均R 0 62.05 56.55
　F =   61.1 54

F =Gx(-184+13.0Ro （N/mm2) （for Horizontal Impact)
F =Gx(-130+12.5Ro （N/mm2) （for Vertical Impact)

G = 0.098067

打撃姿勢

No 10 Naryn STA. No.314+790
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N
O

.1
1 

S
ar

ga
ta
Ⅰ
橋
（
右
側
）
 
（

32
2k

m
+

00
0）

 

                        

本
橋
は
、

20
03

年
に
架
け
ら
れ
た

R
C
桁
で
支
間
長

14
m

x3
=

42
m
、
幅
員

6.
5m

＋

片
歩
道
の
橋
梁
で
あ
る
。

 

ビ
シ
ュ
ケ
ク
側
か
ら
カ
ラ
コ
ル
方
面
を
望
む

。
 

カ
ラ
コ
ル
側
よ
り
ビ
シ
ュ
ケ
ク
方
面
を
望
む
。

P
1
橋
脚
は
、
丸
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
脚

で
あ
る
。

 
A

1
橋
台
上
伸
縮
目
地

部
舗
装
ク
ラ
ッ
ク
。

 

 

P
1
橋
脚
上
伸
縮
目
地
部
舗
装
ク
ラ
ッ
ク
。

A
1
上
及
び

A
2
上
に
比
し
ク
ラ
ッ
ク
幅

が
小
さ
い
。
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P
2
橋
脚
よ
り

A
2
橋
台
を
望
む
。

G
4
桁
と

G
5
桁
間
に
遊
離
石
灰
が
全
長
に
見
ら

れ
る
。
間
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
境
界
か
ら

の
漏
水
を
示
す
。

 

 
P

2
橋
脚
か
ら

P
1
橋
脚
を
望
む
。

G
3
桁
か
ら

G
5
桁
間
に
広
く
遊
離
石
灰
が
見
ら

れ
る
。

 

 

P
2
橋
脚
横
梁
部
に
上

部
工
よ
り
落
ち
て
き
た
と
思
わ
れ
る
遊
離
石
灰
が
大
量
に
付

着
し
て
お
り
、
漏
水

が
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

 

 

支
承
は
ゴ
ム
支
承
が

使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
表
面
に
ク
ラ
ッ
ク
が
生
じ
て
お
り
酸
化

に
よ
る
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。
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供
用

10
年
足
ら
ず
で
こ
の
よ
う
に
劣
化
す
る
こ
と
は
珍
し
く
材
質
の
品
質
が
問
題

と
思
わ
れ
る
。

5
年
に

1
回
程
度
の
点
検
が
必
要
。

 

G
2
桁
下
フ
ラ
ン
ジ
部
で
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
が
見

ら
れ
た
が
、
輸
送
時
の
損
傷
と
思
わ

れ
る
。

 

 

各
桁
に
せ
ん
断
ク
ラ
ッ
ク
が
数
多
く
見
ら
れ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
ク
ラ
ッ
ク
幅
は
大

き
く
な
い
が
定
期
点

検
時
の
確
認
が
必
要
。

 

 

P
2
橋
脚
に
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。

30
.4

M
P

a
で
十
分
な

強
度
を
確
認
し
た
。
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A
1
橋
脚
部
ス
ロ
ー
プ
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
は
、

大
部
分
損
傷
し
て
い
る
。
再
度
斜
面

保
護
工
の
設
置
が
望
ま
し
い
。

 

下
流

の
様
子
。
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点
検

者
名

3
月

/
　

2
4
　

日
/
'
1
1
全

体
評

価
□

良
■

可
□

貧
□

不
可

(
1
0
年

後
)
(
2
年

後
)

(
緊

急
)

＊
　

Ａ
1
－

A
2
上

伸
縮

目
地

部
舗

装
上

面
ク

ラ
ッ

ク
あ

り
。

 
 

 
＊

　
橋

面
舗

装
に

多
数

の
ク

ラ
ッ

ク
が

あ
り

。
＊

　
P
1
橋

脚
上

伸
縮

目
地

部
舗

装
ク

ラ
ッ

ク
。

□
鉄

筋
腐

食
＊

　
ゴ

ム
支

承
表

面
に

ク
ラ

ッ
ク

が
生

じ
て

お
り

酸
化

に
よ

る
劣

化
が

進
ん

で
い

る
。

□
鉄

筋
露

出
＊

　
A
1
橋

脚
部

ス
ロ

ー
プ

プ
ロ

テ
ク

シ
ョ

ン
は

、
大

部
分

損
傷

し
て

い
る

。

■
剥

落
□

O
D
A
　

（
　

ド
ナ

ー
 
=
　

　
　

 
 
 
　

　
　

　
　

　
）

□
変

形
/
座

屈
14

.1
5
　

P
1

1
4
.
1

  
  

  
 P

2
14

.2
□

異
常

振
動

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

A
1

A
2

■
H
o
n
e
y
c
o
m
b

□
鉄

筋
露

出

□
断

面
欠

損
■

漏
水

ク
ラ

ッ
ク

□
鋼

製
　

■
ゴ

ム
製

ビ
シ

ケ
ク

4
2

.5
м

55

□
機

能
し

て
い

な
い

□
腐

食
■

バ
ル

ジ
ン

グ
（

膨
潤

）
伸

縮
装

置

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

□
異

常
変

位
□

支
承

ベ
ー

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
損

傷

 
C

on
c
re

te
 P

ie
r 

Ø
1
0
0
0

□
機

能
し

て
い

な
い

□
異

常
騒

音
/
異

常
遊

間

□
高

さ
の

目
違

い
21

5
□

変
位

地
覆

□
回

転

□
傾

斜

■
ハ

ニ
カ

ム
□

沈
下

■
鉄

筋
露

出
□

高
さ

の
目

違
い

　

■
無

し
　

□
大

　
□

　
中

　
□

小

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

□
ひ

び
割

れ
 
□

沈
下

 
□

変
形

 
□

そ
の

他
　

橋
梁

振
動

□
漏

水

□
ひ

び
割

れ

橋
脚

/
橋

台
躯

体

支
承

伸
縮

装
置

地
覆

幅
 
=
(
　

　
0
.
2
1
5
　

　
　

　
)
m

総
幅

=
(
　

　
7
.
8
5
)
m

□
腐

食

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

鋼
杭

法
面

保
護

工

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

　
□

断
面

欠
損

　
□

消
失

フ
ー

チ
ン

グ

■
ひ

び
割

れ

井
澤

衛

舗
装

■
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
そ

の
他

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車
道

幅
員

＝
　

(
6
.
6
5
　

)
m
　

歩
道

幅
員

=
0
.
9
m

□
ひ

び
割

れ

床
版

□
荷

重
制

限
標

識
　

/
橋

長
又

は
支

間
長

＝
(
3
x
1
4
.
1
=
4
2
.
3
)
m

St
a.

 K
m

+
32

2+
00

0 
  N

o.
11

 
S
a
r
g
a
t
a
 
r
v

完
成

年
(y

y 　
2
0
0
2
）

□
腐

食

橋
梁

名

建
造

元
　

■
M
O
T
C
　

o
r
 
□

U
S
S
R

■
剥

落

■
漏

水

□
腐

食

□
鋼

 
□

ゴ
ム

 
■

無

□
剥

落

鋼
部

材
舗

装
種

別
 
=
 
■

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

,
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

□
ひ

び
割

れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

6.650

370
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* * * *

ク
ラ
ッ
ク

遊
離

石
灰

あ
り

　

遊
離

石
灰

あ
り

　

遊
離

石
灰

あ
り

　

Ｒ
Ｃ

主
桁

5本

750 750

G
2

150

S
pa

n 
=

 1
4.

1x
3

L
en

gt
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=
 4

2.
5

750

G
1

150 750 750

S
ar
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ta

 R
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（
右
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S
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n 
=

 1
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1x
3

L
en
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2.
5

S
pa

n 
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L
en

gt
h 
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N
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11
橋

梁
名

ク
ラ

ッ
ク

他

G
3

150 750

B
is

hk
ek

km
+

m
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ag
e

1
32

2+
00
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S

pa
n

3
x
1
4
m

=
4
2
.5

 m
G

 N
o.

　
=

1,
2,

3
D

ef
ec

t 
=
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*

 
*

遊
離

石
灰

あ
り

　

遊
離

石
灰

あ
り

　

750 750

G
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G
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750150

S
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1x
3

L
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=
 4
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1x
3

L
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5
D

ef
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石
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h 
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P
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S
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n
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x
1
4
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=
4
2
.5

 m
橋

梁
名

S
ar

ga
ta

 R
iv

er
　

（
右

側
）

km
+

m
32

2+
00

0
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シュミットハンマー打撃テスト

橋　名
位置 主桁G5 横桁 橋脚P2 橋脚P5

水平(H) 下向き(V)

h 　 h h

回数 No.1 No.2 No.3 No.4
1 52 38
2 50 45
3 48 40
4 50 32
5 48 32
6 48 30
7 53 39
8 50 34
9 46 41

10 48 46
11 47 32
12 50 40
13 48 45
14 47 41
15 51 36
16 46 36
17 48 49
18 46 46
19 46 37
20 49 45

平均R 48.55 0 39.2
　F = 43.9 　 31.9

F =Gx(-184+13.0Ro （N/mm2) （for Horizontal Impact)
F =Gx(-130+12.5Ro （N/mm2) （for Vertical Impact)

G = 0.098067

打撃姿勢

No 11 Sargata rv/ STA. No.322+000
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N
O

.1
2 

S
ar

ga
ta
Ⅱ
橋
（
左
）
 

（
32

2k
m

+
00

0）
 

                        

本
橋
は
、

20
03

年
に
架
け
ら
れ
た

R
C
桁
で
支
間
長

14
m

x3
=

42
m
、
幅
員

6.
5m

＋

片
歩
道
の
橋
梁
で
あ
る
。

 

カ
ラ
コ
ル
側
か
ら
ビ
シ
ュ
ケ
ク
方
面
を
望
む

。
 

P
2
橋
脚

か
ら

A
2
橋
台

を
望
む

。
ほ
と
ん
ど

遊
離
石
灰
も
見
ら
れ
ず

健
全
で
あ
る
。

 

P
1
橋
脚
と

P
2
橋
脚
間
に
は

G
1
桁
と

G
2
桁
間
に
数
カ
所
遊
離
石
灰
が
見
ら
れ
る
。

P
1
橋
脚
及
び

P
2
橋
脚
鋼
管
内
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
た
橋
脚
で
表
面
鋼
材

が
腐
食
し
て
お
り
塗

装
が
必
要
。

 

 

P
2
橋
脚
付
近

G
1
桁
張

り
出
し
床
版
部

よ
り

漏
水
の
た
め
遊

離
石
灰
が
見
ら
れ
る
。
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支
承
に
は
ゴ
ム
支
承
が
用
い
て
あ
り
、
今
の
と

こ
ろ
ク
ラ
ッ
ク
及
び
バ
ル
ジ
ン
グ
も

生
じ
て
い
な
い
。

 

 

各
主
桁
の
一
部
に
せ
ん
断
ク
ラ
ッ
ク
が
見
ら
れ
た
。

 

A
2
橋
台
に
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。

30
.4

M
P

a
で
十
分
な

強
度
を
確
認
し
た
。

 

 

P
1
橋
脚
フ
ー
チ
ン
グ
が
大
部
分
見
え
て
い
る
。
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P
2
橋
脚
フ
ー
チ
ン
グ
も
大
部
分
現
れ
て
い
る

。
 

上
流
側
の
様
子
。
自
然
河
川
で
あ
り
ス
ロ
ー
プ
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
も
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。
旧
橋
と
見
ら
れ
る
主
桁
が
河
川
内
に

放
ら
れ
て
い
る
。
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点
検

者
名

3
月

/
　

2
4
　

日
/
'
1
1
全

体
評

価
□

良
■

可
□

貧
□

不
可

(
1
0
年

後
)

(
2
年

後
)

(
緊

急
)

 
 

＊
　

支
承

に
は

ゴ
ム

支
承

が
用

い
ら

れ
て

い
る

。
　

＊
　

自
然

河
川

で
あ

り
ス

ロ
ー

プ
プ

ロ
テ

ク
シ

ョ
ン

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
。

□
鉄

筋
腐

食
＊

　
橋

脚
が

鋼
材

パ
イ

プ
か

ら
出

来
て

い
る

。
□

鉄
筋

露
出

□
剥

落
□

O
D
A
　

（
　

ド
ナ

ー
 
=
　

　
　

 
 
 
　

　
　

　
　

　
）

□
変

形
/
座

屈
14

.9
7　

P
1

1
5
.
0
5

  
  

  
 P

2
15

.0
5

□
異

常
振

動

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

A
1

A
2

■
H
o
n
e
y
c
o
m
b

□
鉄

筋
露

出

□
断

面
欠

損
■

漏
水

ク
ラ

ッ
ク

□
鋼

製
　

■
ゴ

ム
製

ビ
シ

ケ
ク

4
5

.1
м

50

□
機

能
し

て
い

な
い

□
腐

食
□

バ
ル

ジ
ン

グ
（

膨
潤

）
伸

縮
装

置

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

□
異

常
変

位
□

支
承

ベ
ー

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
損

傷

 
S

te
el

 P
ie

r 
Ø

1
0
0
0

□
機

能
し

て
い

な
い

□
異

常
騒

音
/
異

常
遊

間

□
高

さ
の

目
違

い
20

0
□

変
位

地
覆

□
回

転

□
傾

斜

□
ハ

ニ
カ

ム
□

沈
下

■
鋼

板
腐

食
□

高
さ

の
目

違
い

　

無
塗

装
の

た
め

鋼
板

腐
食

■
無

し
　

□
大

　
□

　
中

　
□

小

＊
　

Ａ
1
、

Ｐ
２

、
A
2
上

伸
縮

目
地

部
舗

装
上

面
ク

ラ
ッ

ク
あ

り
。

□
荷

重
制

限
標

識
　

/

St
a.

 K
m

+
32

2+
00

0 　
 N

o 
12

 
S
a
r
g
a
t
a
 
r
v

完
成

年
(2

00
2 年

　
）

□
腐

食

橋
梁

名

□
ひ

び
割

れ

橋
脚

/
橋

台
躯

体

建
造

元
　

■
M
O
T
C
　

o
r
 
□

U
S
S
R

□
腐

食

□
鋼

 
□

ゴ
ム

 
■

無

□
漏

水

法
面

保
護

工

井
澤

衛

舗
装

■
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
そ

の
他

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

車
道

幅
員

＝
(
6
.
5
5
　

)
m
　

歩
道

幅
員

=
0
.
9
m

□
ひ

び
割

れ

床
版

橋
長

又
は

支
間

長
＝

(
3
x
1
5
=
4
5
)
m

□
剥

落

■
漏

水

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

鋼
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

　
□

断
面

欠
損

　
■

消
失

フ
ー

チ
ン

グ

鋼
部

材
舗

装
種

別
 
=
 
■

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

,
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

□
ひ

び
割

れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

■
ひ

び
割

れ

支
承

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

□
ひ

び
割

れ
 
□

沈
下

 
□

変
形

 
□

そ
の

他
　

橋
梁

振
動

□
剥

落

伸
縮

装
置

地
覆

幅
 
=
(
　

　
0
.
2
0
　

　
　

　
)
m

総
幅

=
(
　

　
　

7
.
8
5
)
m

□
腐

食
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

6.550

500
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橋

梁
名

*

ク
ラ

ッ
ク

及
び

遊
離

石
灰

P
ag

e
1

32
2+

00
0

S
pa

n
1
5
x
3
=
4
5
 m

G
 N

o.
　

=
1,

2,
3

D
ef

ec
t 

=

遊
離

石
灰

あ
り

ク
ラ
ッ
ク

* *

Ｒ
Ｃ

5本

遊
離

石
灰

あ
り

*

遊
離

石
灰

あ
り

  
*

多
数
の
ク

ラ
ッ
ク

あ
り
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シュミットハンマー打撃テスト

橋　名
位置 主桁G5 横桁 A2橋台 橋脚P5

水平(H) 下向き(V)

h 　 h h

回数 No.1 No.2 No.3 No.4
1 42
2 40
3 40
4 41
5 39
6 38
7 36
8 36
9 35

10 34
11 39
12 35
13 42
14 38
15 36
16 40
17 36
18 40
19 34
20 38

平均R 0 37.95
　F =   30.3

F =Gx(-184+13.0Ro （N/mm2) （for Horizontal Impact)
F =Gx(-130+12.5Ro （N/mm2) （for Vertical Impact)

G = 0.098067

* Steel Pier 55.9 Mpa

打撃姿勢

No 12 Sargata rv/ STA. No.322+000
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N
O

.1
3 

K
ar

as
uⅠ

橋
 
（

37
3k

m
+

70
0）

 

                        

本
橋
は

R
C
単
純
桁
橋
で
旧
橋
部
支
間
長
が

15
m

で
拡
幅
部
支
間
長

18
m
、
幅
員

10
.1

m
。
旧
橋
部
の
完
成
年
は
不
明
だ
が
拡
幅
部
に
つ
い
て
は

20
02

年
。

A
2
橋
台

上
G

1
桁
支
承
上
の
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
損
傷
が
大
き
い
た
め
、
出
来
る
だ
け
早
く
補
修

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

カ
ラ
ク
ル
側
よ
り
ビ
シ
ュ
ケ
ク
方
面
を
望
む

。
手
前
が

A
2
橋
台
側

 

A
1
橋
台
側

に
は

、
舗
装
ク
ラ
ッ
ク
は
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
い
。

 

A
2
橋
台
上
伸
縮
目
地

舗
装
ク
ラ
ッ
ク
状
況
。
拡
幅
部
と
旧
橋
部
で
支
間
長
が
異
な

る
た
め
階
段
状
に
変

化
し
て
い
る
。

 

 

左
側
が
カ
ラ
ク

ル
側
で
右
側
が
ビ
シ
ュ

ケ
ク

方
面

。
G

1
桁
側
面
。

A
1
橋
台

を
望
む
。 
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旧
橋
側

G
6
桁
の
下
フ
ラ
ン
ジ
に
見
ら
れ
る
大
き
な
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
。

（
20

0c
m

x1
7c

m
x4

cm
程
度
）
主
鉄
筋
露
出
。

 

旧
橋
側

G
6
桁
の
下
フ
ラ
ン
ジ
の
大
き
な
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
。

 
G

1
桁

A
2
橋
台
支
点

上
の
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
。
完
全
に
主
鉄
筋
が
露
出
し
て
お
り
、

反
力
を
主
鉄
筋
が
直

接
鋼
製
支
承
に
伝
え
て
い
る
状
態
。
至
急
補
修
の
必
要
性
が
あ

る
。
次
回
詳
細
点
検
時

に
パ
ッ
チ
ン
グ
補
修
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
補
修
と
し
て
実
施
が
望

ま
れ
る
。

 

 

A
2
橋
台
上
で
の
シ
ュ

ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
結
果
は
、

33
M

P
a
と
高
い
強
度
を
確
認
。
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点
検

者
名

3
月
/
　

3
1
　

日
/
'
1
1
全

体
評

価
□

良
□

可
□

貧
■

不
可

(
1
0
年

後
)

(
2
年

後
)

(
緊

急
)

＊
　

横
桁

有
り

。
 

 
 

＊
　

Ａ
２

伸
縮

装
置

の
舗

装
に

ク
ラ

ッ
ク

が
発

生
し

て
い

る
。

＊
　

Ａ
２

橋
台

に
ハ

ニ
カ

ム
有

り
。

□
鉄

筋
腐

食
□

鉄
筋

露
出

□
剥

落
□

O
D
A
　

（
　

ド
ナ

ー
 
=
　

　
　

 
 
 
　

　
　

　
　

　
）

□
変

形
/
座

屈
1
7
.
9
5
0

□
異

常
振

動

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

□
H
o
n
e
y
c
o
m
b

ビ
シ

ケ
ク

■
鉄

筋
露

出

■
断

面
欠

損
■

漏
水

ク
ラ

ッ
ク

■
鋼

製
　

□
ゴ

ム
製

□
機

能
し

て
い

な
い

■
腐

食

□
ペ

ン
キ

の
劣

化
□

ボ
ル

ト
連

結
の

緩
み

1
7
.1

5
0

□
異

常
変

位
□

支
承

ベ
ー

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
損

傷

 
伸

縮
装

置

□
機

能
し

て
い

な
い

□
異

常
騒

音
/
異

常
遊

間

□
高

さ
の

目
違

い
2
00

□
変

位
地

覆

□
回

転

□
傾

斜

■
ハ

ニ
カ

ム
□

沈
下

■
鉄

筋
露

出
□

高
さ

の
目

違
い

　

■
無

し
　

□
大

　
□

　
中

　
□

小

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

ア
プ

ロ
ー

チ
ス

ラ
ブ

□
ひ

び
割

れ
 
□

沈
下

 
□

変
形

 
□

そ
の

他
　

橋
梁

振
動

□
漏

水

伸
縮

装
置

地
覆

幅
 
=
(
　

　
0
.
2
0
　

　
　

　
)
m

総
幅

=
(
　

　
　

1
1
.
7
2
　

)
m

□
腐

食
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
断

面
欠

損
□

鉄
筋

露
出

鋼
杭

□
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

　
□

断
面

欠
損

　
□

消
失

フ
ー

チ
ン

グ

鋼
部

材
舗

装
種

別
 
=
 
■

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

,
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

□
ひ

び
割

れ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

□
ひ

び
割

れ

支
承

法
面

保
護

工

井
澤

衛

舗
装

■
ひ

び
割

れ
 
□

剥
落

□
そ

の
他

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

車
道

幅
員

＝
(
1
0
.
1
2
　

)
m
　

歩
道

幅
員

=
2
x
.
8
=
1
.
6
m

□
ひ

び
割

れ

床
版

橋
長

又
は

支
間

長
＝

(
　

1
7
.
1
5
,
 
1
7
.
9
5
0
　

)
m

■
剥

落

■
漏

水

□
荷

重
制

限
標

識
　

/

St
a.

 K
m

+
37

3+
70

0 　
N
o
 
1
3
 
K
a
r
a
-
S
u
 
r
v

完
成

年
(y

y 
新

桁
20

02
　

）

□
腐

食

橋
梁

名

□
剥

落

□
ひ

び
割

れ

橋
脚

/
橋

台
躯

体

建
造

元
　

■
U
S
S
R
　

□
M
O
T
C
　

o
r
 

□
腐

食

□
鋼

 
□

ゴ
ム

 
■

無

10.120 800800
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* * * * * *
 ス

ポ
ー

リ
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シュミットハンマー打撃テスト

橋　名
位置 主桁 横桁 橋台 A2 橋脚

水平(H) 下向き(V)

　 h 　

回数 No.1 No.2 No.3 No.4
1 43
2 38
3 36
4 30
5 34
6 48
7 44
8 32
9 46

10 34
11 49
12 36
13 42
14 37
15 46
16 46
17 39
18 38
19 36
20 43

平均R 0 0 39.85 0
　F = 32.8

F =Gx(-184+13.0Ro （N/mm2)（for Horizontal Impact)
F =Gx(-130+12.5Ro （N/mm2)（for Vertical Impact)

G = 0.098067

打撃姿勢

No 13 Kara-Su River STA. No.373+700
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